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研究成果の概要（和文）：ルソーの政治哲学の現代デモクラシーに対してもつ意義を、彼の熟議と参加、戦争と平和、
小共和国と国家連合、市民宗教、商業社会についての観念を分析することにより明らかにsiした。また、バークやディ
ドロやベンサム、またアダム・スミスなど、ルソーを批判した論者の議論との比較も行った。フランスやスイスから研
究者を招聘し、国際研究集会やセミナーを開催し、『ルソーと近代』という論文集を刊行した。

研究成果の概要（英文）：The project clarified the significance of Jean-Jacques Rousseau's political 
philosophy for contemporary democracy by investigating his ideas on participation and deliberation, war 
and peace, small republics and confederations, and civil religion and commercial society. It also 
compared his ideas with those who were opposed to him, such as Denis Diderot, Jeremy Bentham, Adam Smith 
and Edmund Burke. We organized an international conference and several seminars on Rousseau, inviting 
scholars from France and Switzerland, and we published the collected work entitled "Rousseau and the 
Modernity".
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１．研究開始当初の背景 
制度としてのデモクラシーが確立したと
しても、それを実際に運用するにあたって、
しばしば意見の分かれる局面が発生する。た
とえば、多数決か少数意見の尊重か、迅速な
集団的意思決定か時間をかけた熟議か、代表
による政治か直接参加か、国民の間のコンセ
ンサスか多様性かなど、がその例であろう。
こうした様々な問題を考えるに当たって、代
表制民主主義に対する強力なオルターナテ
ィブとなるデモクラシー・モデルを提供した
ジャン＝ジャック・ルソーの政治哲学を批判
的に再検討することは大きな意義をもつと
考え、共同研究を組織するに至った。 

 
２．研究の目的 
18 世紀フランスの思想家ルソーは、直接参
加の重要性、討議と合意の関係の探求、国民
国家の代替物としての小国連合の模索、公共
の利益の重視、宗教による市民の道徳化とい
った要素からなる斬新なデモクラシー・モデ
ルを提起した。その議論は今日の自由民主主
義体制に対する強力な代替理論となりうる
可能性を秘める。他方、ルソーは文明批判や
古代ギリシア・ローマへの憧憬でも知られて
おり、そのデモクラシー・モデルが果たして
近代の社会条件に適応可能なものなのか、と
いう疑問も常に投げかけられてきた。その意
味で、ルソーのデモクラシー論を再評価する
には、ルソーと近代という問題をあわせて検
討する必要がある。本研究は、国内の代表的
なルソーおよびフランス政治思想研究者、欧
米の海外共同研究者を組織し、ルソーの政治
論のもつ現代的意義を総合的に明らかにす
ることを目的とするものである。 
 
３．研究の方法 
本研究は国内の代表的なルソーおよびフ
ランス政治思想研究者、欧米の海外共同研究
者を組織し、３つのアプローチ（規範的政治
理論的分析、文献学的・思想史的方法による
分析、ルソーの批判者の議論との比較分析）
を組み合わせることによって、彼のデモクラ
シー論のもつ現代的意義を明らかにするこ
とを目的とする。研究の中核はルソー研究会
であり、科研のメンバーの他、広くルソーや
政治思想に関心をもつ参加者を集めた。 
具体的には、ルソー読解班、ルソー批判班、
現代デモクラシー班の三つの下部組織を編
成し、それぞれに属する分担者が独自の研究
を進めつつ、全員が参加する共同の場である
ルソー研究会においてそれぞれの成果を共
有するという方法をとった。代表者の川出は
そのすべてを総括した。研究の国際化を進め
るため、国際シンポジウムの開催の他、ルソ
ー研究会には毎年１～２名のフランスから
の研究者を招聘した。また、英語・フランス
語での学会報告・論文刊行を積極的に推進し
た。 
 

４．研究成果 
 3 年間の共同研究にくわえ、さらに一年間
延長し全体で4年をかけておこなった研究の
成果は以下の通りである。 
(1) 平成 24 年度は、統一テーマとして「参
加と討議」を設定し、研究を開始した。 
①初年度の最大の成果は、９月に東京で開催
されたルソー生誕300周年記念国際シンポジ
ウムであり、ルソーの政治理論についてのセ
ッションを複数設け、川出・三浦・永見・鳴
子がそこで研究を発表した。シンポのために
来日したフランスの研究協力者（Spitz, 
Bachofen, Serna, Séité等）と議論を深める
ことも出来た。 
②ルソー研究会ではアレントとルソーの比
較など、先端的な研究発表がおこなわれた。
とりわけ重要な機会は、1 月に来日したルソ
ー政治哲学研究者の B.Bernardi 氏による東
大・中央大その他で開催された連続セミナー
であった。氏との間で緻密な議論ができ、今
後の研究の方向性が定まった。特に、ルソー
の世論の観念を一般意志の観念と区別する
必要があること、制度的には民主的な国家が
対外的には戦争により他国の市民の権利の
侵害に至ることをルソーが厳しく批判して
いたこと、若き日のルソーが化学に熱心にと
りくんでいたこと、などが共通の了解となっ
た。 
③永見・鳴子はルソー論を刊行し、川出はル
ソーの邦訳に解題をつけ、刊行した。 
 
(2)平成 25 年度は、統一テーマとして「小国
連合（連邦主義）」を設定し、引き続き、ル
ソー研究会を中心とした活動をおこなった。  
①平成 24 年に東京で開催した国際シンポジ
ウム「ルソーと近代」は、代表者川出の他、
分担者三浦・永見・鳴子が中心となって推進
したものであるが、これを基盤とし、新たに
論文集を刊行することが決定し、そのための
準備作業を行った。この4名の他、リュエフ、
ベルシュルド､小林善彦等代表的なルソー研
究者、バコフェン、スピッツ、ワーテルロー
等、フランスの政治・社会思想の研究者、渡
辺浩（日本政治思想史）、樋口陽一（憲法学）
など多彩な分野の研究者から協力を得て、相
互に協力しつつ、論文集刊行に向けて研究を
おこなった。 
②Bernardi 氏の一連の報告を邦訳し、川出・
三浦・永見他が翻訳し、さらに解説も書き下
ろし刊行した（ブリューノ・ベルナルディ『ジ
ャン＝ジャック・ルソーの政治哲学 一般意
志・人民主権・共和国』）。 
③ロマン主義の観点からルソーを考察する
と共に、19 世紀の社会主義思想についても独
自の研究を推進したヴィアール教授を招聘
し、東大等で連続セミナーを開催した。 
④宇野は現代デモクラシーについて、小畑は
ベンサムとイングランド国制についてそれ
ぞれ著書を刊行し、他のメンバーも精力的に
学会発表・論文刊行をおこなった 



 
(3) 平成 26 年度は、統一テーマとして「公
共の利益」「政治と宗教」を設定し、個別の
研究を深め、またこれまでの研究成果を総合
した。 
①特筆すべき成果として、科研費プロジェク
トを総括するものとして、平成 24 年の国際
シンポジウムを元にした論文集『ルソーと近
代－ルソーの回帰・ルソーへの回帰（ジャン
=ジャック・ルソー生誕 300 周年記念国際シ
ンポジウム）』）を刊行した。川出・三浦・永
見が編集に当たり、またそれぞれ論文を寄稿
した。研究分担者の鳴子も寄稿している。フ
ランス・スイスの研究者を含む総勢 25 名の
寄稿者からなる本書の出版は本科研費プロ
ジェクトの最大の成果の一つである。同書に
よって明らかになった新しいルソー像は、代
表者の川出の見るところ以下のようなもの
である。ルソーとは、文明に背を向け、近代
を批判したといった短絡的な見方におさま
らない、複雑な位相をもつ政治理論家であっ
た。なるほど、ルソーは、同時代の批判者の
考える近代、また、近代の商業社会や主権を
独占する国民国家を基礎とし、それゆえに代
表制を中核とせざるを得ない近代のデモク
ラシーについてはラディカルな批判者であ
った。しかし、同時にルソーは、連邦制の構
想による新しい主権のあり方、既存のキリス
ト教とは異なる新しい宗教の可能性、古代の
それとは一線を画す新しい公共性の形など
について真剣な模索を重ね、それによって、
ルソーは同時代の他の論者とは異なる独自
の「近代」を構想したのである。とりわけ、
小国連合によるデモクラシーの実践という
観点は、連邦制や EU のような国家統合に際
しての望ましい主権の分有のあり方を考え
る際にきわめて示唆的である。 
②ルソーはまた、リスボン地震に対し、それ
が「人災」の側面が強いことを主張し、また、
むしろ有用性の観点から、近代の科学に積極
的に関心をはらったことが判明した。ルソー
の「人為」に対する透徹した見方が、古代と
は異なる条件をもつ近代国家において、デモ
クラシーを実現するためのこまかな制度立
案につながったことも明らかになった。この
点に関して、ルソーがジュネーヴ共和国を重
要なモデルとしていたことが確認できた。さ
らに、ルソーの議論における近代性の特質は、
ディドロ・ヴォルテール・ベンサム・トクヴ
ィルなど、ルソーの批判者たちと比較したと
き、より鮮明に明らかになった。 
③フランスの政治思想研究者のセリーヌ・ス
ペクトールおよびガブリエル・ラディカを招
聘し、中央大学・東京大学などで連続セミナ
ーを開催した。いずれの場合も、ルソーおよ
び現代政治理論の観点から見たルソーのデ
モクラシー論の意義や限界(特に家族との関
係におけるルソーの議論の難点)について、
明らかになった。 
 

(4)3 年間の大規模な共同研究により、ルソー
のデモクラシー論の特質に新たな光があて
られたが、それをふまえて、二つの新たな課
題が発生し、そのために川出は、平成 27 年
度に小規模な単独研究というかたちで研究
を継続した。 
①ルソーの批判者とルソーの関係について、
さらなる見直しの必要が生じた。特に、ルソ
ーが単純な反文明の政治理論家ではないと
いうことが確認された以上、アダム・スミス
とルソーの比較という課題がきわめて重要
になった。とりわけ、両者が人間の自然的社
会性を否定した点で共通することの意義が
確認された。 
②ルソーと近代の多層的な関係は、第二次世
界大戦後における日本におけるルソー受容
と密接に関わることが明らかになった。戦後
の日本では、近代デモクラシーの定礎者とし
てのルソーと「自然にかえれ」を唱えた反近
代の理論家としてのルソーという背反する
イメージが流布したが、こうした分裂したイ
メージを生み出したのが、本研究で明らかに
したルソー独自の「近代」観であったと結論
づけることができよう。 
 以上のように、ルソーと近代の関係につい
ての徹底した検討の上に、ルソーがいかなる
条件の下で直接参加型のデモクラシー・モデ
ルを構想するにいたったかを明らかにする
ことができた。とりわけ、小国連合による主
権の分有の構想、新しい公共性を担保する宗
教の限界と可能性、また健全な世論形成の方
策などは、現代デモクラシーの今後の方向性
を考える上で、重要な意義をもつものと言え
よう。日仏のトップレベルのルソー研究者に
よる綿密な共同研究であり、いくつかの主要
な成果については英仏語で報告・刊行し、広
く世界に発信した。今後も、成果の全貌を国
外に発信する努力を続けたい。他方、日本に
おけるルソー受容の特質も明らかにした。こ
うした特徴をもつ本研究は国際的にみても、
オリジナルで先進的な研究成果となってい
るものと考える。 
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